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概要 
（100～150 字程度） 

本研究では、各種感染がん患者の検体を使用し、特徴的なマイク

ロ RNA の発現レベルと各種感染がん患者の病態、転移の有無、が

ん治療効果および生命予後との相関関係を明らかにする。本研究の

推進により、各種感染がんの治療や再発を予防、改善・治療する新

たな知見、方策を提供する科学的エビデンスの蓄積を目指す。 
研究目的 
（300 字程度） 

現代社会において、ヒト肝炎ウイルス(HBV・HCV)やヒトパピロ

ーマウイルス(HPV) 、あるいはピロリ菌感染に起因する肝がん、

子宮頸がんや胃がんの予防、改善・治療を目指した基礎・臨床研究 
の実施と成果は大きな社会的ニーズとなっている。 
マイクロ RNA は細胞のゲノムから転写される短鎖RNAで標的遺

伝子群の発現調節を行うが、最近、血清中にも安定的に存在し、が

ん患者の生命予後を予測できるバイオマーカーであることが報告

されている。これまで我々は、がん患者の血清を使用し、被験者の

免疫体質を判定する新規マイクロ RNA の探索を行ってきた。 
そこで本研究では当該マイクロ RNA をバイオマーカーとして

活用し、感染がん患者・被験者の免疫体質や抗腫瘍免疫応答を予め

簡便に判定できるように標準化された解析・評価法の確立を目指

す。  
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

本研究では、北海道大学での先行研究にて見出した Th1 型あるいは

Th2 型免疫応答を制御する機能を有するマイクロ RNA に着目し、被験

者個々について抗原ペプチド特異的な免疫応答性を解析した結果、ウ

イルス感染細胞を殺傷する細胞性免疫(Th1 型)、あるいは抗体産生細

胞を分化誘導、活性化する液性免疫(Th2 型)と関連することを確認し

た。 
引き続き、被験者個々の免疫体質を判定する新規バイオマーカーとし

て当該マイクロ RNA を活用するため、多施設での解析、評価プロトコル



の普遍化・標準化を行った結果、コントロールマイクロ RNA 1 種類

を含む 7 種類の候補マイクロ RNA において、施設間での測定デー

タは一致した。従って、今後、当該マイクロ RNA の測定において、

本共同研究で実施した解析、評価プロトコルが使用可能と考えられ

た。 
マウス生体モデルを使用し、血清中の当該マイクロ RNA について、

定量 PCR 法とマイクロチップ法で比較検討した結果、免疫機能との関

連が報告されているマイクロ RNA について、互いに異なる検出特性が

確認され、定量PCR法での解析が、免疫アジュバント投与群で増加し、

免疫状態の評価において有用である結果を得た。 
さらに、他の生化学データやバイオマーカーなどの検索に使用す

ることを想定し、保存検体の凍結融解によるマイクロ RNA の分解

などが測定に影響するか否かを確認しところ、少なくとも 4 回まで

の凍結融解は、当該マイクロ RNA の測定データに影響を与えない

ことが分かった。 
以上の研究結果から、現在保管されている様々な疾患および健常

人の血液検体を使用し、多施設において当該マイクロ RNA の解析、

評価を行うことが可能であるため、今後、より幅広い被験者、症例

を対象として、免疫体質の判定が期待できる。 
 
本共同研究成果の一部については、論文作成、投稿を行い、専門科

学雑誌 (Precision Medicine 3:386-390, 2020) に掲載された。またこ

れまで、第 78 回 日本癌学会学術総会, 京都, 2019 年 9 月 26-28 日

にて発表を行なった。 
 
 本研究の遂行にあたり、令和 2 年度において 11 回の Web 会議を

実施し、実験結果や進捗状況について報告した。また、その後の実

験計画について、意見交換やディスカッションを行った。 
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